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2稲敷市議会だより　第21号

　平成２２年第２回稲敷市議会定例会が６月１日から１１日までの１１日間
にわたり開かれました。市長より提出された議案は、報告案件５件、専決
処分の承認２件、条例の改正案３件、各会計の補正予算案２件、そのほか
動産の買入れ等を含め、合計１４案件でした。
　また、最終日には追加議案として市長から議案２件、諮問４件が提出され、
議会からは発議２件と請願１件が提出されました。
　議会の審査経過及び、議決の結果については下記をご参照ください。

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】
６月　１日（火）開会

議案について市長の提案理由説明を受ける（１４議案）。
（６月２日は議案調査のため休会）

６月　３日（木）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【６名】
議案に対する通告質疑【１名】
審査のため各常任委員会へ報告を除く議案９件を付託する。
（６月４日は議案調査のため休会）

６月　７日（月）常任委員会による付託議案審査
【教育福祉常任委員会・市民生活常任委員会】

６月　８日（火）常任委員会による付託議案審査
　　　　【総務常任委員会・産業建設常任委員会】

（今定例会の議事整理のため６月９、１０日は休会）
６月１１日（金）各常任委員長から付託議案に対する審査報告を受ける。

議案９件に対して討論、採決を行う。
稲敷市政治倫理条例に関する調査特別委員長から最終報告を受ける。
　　　　　（休憩中、議会全員協議会を開催）
市長から追加議案２件、諮問４件が提出され提案理由説明を受
けた後、各議案に対して質疑、討論、採決を行う。
（なお、人事案件については、申し合わせにより質疑を省略する。）
また議員から追加議案として発議２件、請願１件が提出されそれ
ぞれ提出者から説明を受け、案件ごとに質疑、討論、採決を行う。
閉会

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

報告第１号
平成 22年度財団法人稲敷市農業
公社事業の報告について

平成22年度事業計画及び平成21年度事業
及び決算を報告する

― 報　　告

報告第 2 号
平成 21年度稲敷市公共下水道事
業特別会計予算の継続費繰越計算
書について

東処理区終末処理施設に係る、水処理・
汚泥処理設備増設事業の支出済額、逓次
繰越額及び財源等を報告する

― 報　　告

報告第 3 号
平成 21年度稲敷市一般会計予算
の繰越明許費繰越計算書について

地域活性化・経済危機対策臨時交付金活
用事業を含む20事業の繰越額、及び財源
について報告する

― 報　　告
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平成平成２２２年 第２回 ２年 第２回 
稲敷市議会定例会稲敷市議会定例会

稲敷市政治倫理条例
制定を議員提案・可決

稲敷市政治倫理条例稲敷市政治倫理条例
制定を議員提案・可決制定を議員提案・可決

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

報告第 4 号
平成 21年度稲敷市公共下水道事
業特別会計予算の繰越明許費繰越
計算書について

下水道整備に係る事業費、及び霞ヶ浦常
南流域下水道整備負担金の一部に係る繰
越額、及び財源について報告する

― 報　　告

報告第 5 号
平成 21年度稲敷市水道事業会計
予算繰越計算書について

県道稲敷阿見線道路改良工事の工期延長
に伴い、月出里地区配水管布設工事が工
期延長になったため、建設改良費 2,500
万円を繰越したもの

― 報　　告

議案第32号

専決処分の承認を求めることにつ
いて
（稲敷市税条例の一部を改正する条
例）

改正の主なものは、個人住民税の扶養控
除の見直し、及び 65歳未満の公的年金を
有する給与所得者について、年金取得に
係る所得割額を給与からの特別徴収でき
ることとしたもの

市民生活 原案承認

議案第33号

専決処分の承認を求めることにつ
いて
（平成 21年度稲敷市一般会計補正
予算（第6号））

土木費のうち、3つの道路整備事業につい
て平成22年度へ繰越したもの

産業建設 原案承認

議案第34号

稲敷市職員の勤務時間，休暇等に
関する条例及び稲敷市職員の育児
休業等に関する条例の一部改正に
ついて

配偶者が育児休業をとっている場合でも、
職員の育児休業等の取得を可能とし、ま
た配偶者の就労状況等に係わりなく、育
児のための早出遅出勤務等の取得も可能
とするもの

総　　務 原案可決

議案第35号
稲敷市職員団体のための職員の行
為の制限の特例に関する条例の一
部改正について

職員団体のための業務を行い、活動する
ことができる期間に、時間外勤務代休時
間を追加するもの

総　　務 原案可決

議案第36号
稲敷市国民健康保険税条例の一部
改正について

国民健康保険税の付加限度額の改正、減
額賦課に係る軽減割合の改正の他、所
得の低い方々の国民健康保険税の軽減や、
失業者の負担軽減をするもの

市民生活 原案可決

議案第37号
平成 22年度稲敷市一般会計補正
予算（第1号）

予算総額を１８４億９３９４万５千円とす
る

各常任委員会 原案可決
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受付日 件　　　名
提　出　者
住所・氏名

付託委員会 結　果

請願第 1号
（H22．5．27）

地域農業政策等に関する
請願

稲敷市江戸崎甲 3016 － 3
稲敷農業協同組合
理事長　　根　本　　脩

本会議で審議 採　　 択

請 願 の 審 議 結 果

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第38号
平成 22年度稲敷市農業集落排水
事業特別会計補正予算（第1号）

予算総額を４億６１１１万５千円とする 産業建設 原案可決

議案第39号 動産の買入れについて
契約内容：ノートパソコン備品購入 ２０６台
契約金額：2,247万円

総　　務 原案可決

議案第40号 市道路線の認定について
市道　江戸崎 3550 号線、3551号線とも、
新設道路改良に伴い認定するもの

産業建設 原案可決

議案第 41号
稲敷市国民健康保険条例の一部改
正について

国の法律が改正されたことに伴い、本条
例の条文中の引用条項を変更するもの

― 原案可決

議案第42号 教育委員会委員の任命について 柴　崎　　　坂　本　　繁　　（新任） ― 原案同意

諮問第 1 号
～

諮問第 4 号

人権擁護委員候補者の推薦につい
て（4件）

上根本　　　吉　岡　かつ子　（新任）
上須田　　　一鍬田　忠　夫　（新任）
曲　渕　　　坂　本　秀　子　（新任）
小羽賀　　　酒　井　義　雄　（新任）

― 原案同意

発議第 3 号 稲敷市政治倫理条例の制定について 提出者　　　山　口　勝　夫 ― 原案可決

発議第 4 号
生産性の高い競争力に富んだ農家
の育成を求める意見書

提出者　　　浅　野　信　行 ― 原案可決

質問者　平　山　　寧　議員
議案第39号　動産の買入れについて
　 問　　以下６項目について説明を求める。
　①　リコー販売株式会社茨城支社から購入することに決定した経緯について
　②　リコー販売会社の従業員もしくは会社員と親戚関係にある人が、市側の選定委員に加わって

いなかったかどうか。
　③　パソコンメーカーが日本にはたくさんありますが（ＮＥＣ、富士通など）、他社との比較は。
　④　パソコンで使用するソフトが一部使用できないというおそれはないか。
　⑤　外部から情報を盗まれないように防止、安全対策は大丈夫なのか。
　⑥　次の更新時期は何年後なのか。

　答弁　（市長公室長）
　答①　契約は８社による指名競争入札を行い、最低価格で入札したものより購入。指名の理由は、パソ

コンやコピー機の導入実績、事業者の資力や信用等を総合的に精査した結果です。
　答②　そのようなことはありません。
　答③　今回購入するパソコンはリコー販売会社からの購入ですが、メーカーは富士通です。入札の仕様

書で提示してあります。
　答④　使用できないことはありません。
　答⑤　常にコンピューターの安全対策を行っており、新たなウイルス対策やセキュリティ対策等を随時

対応しています。
　答⑥　更新時期は５、６年先を考えています。

議 案 質 疑
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２
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い
ま
し
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介
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市
政
を
問
う

平 山　 寧
議　員

市長の取った改善策が功を奏
して落札率が低くなってきた。

　しかし、落札率が低い場合、工事
内容に責任が持てるか、途中で放棄
されないか、手抜き工事にはならな
いか等いろいろ心配であるが、今後、
低落札された工事に対してどのよう
に対応するか。

落札業者は落札価格の高低

にかかわらず業務を適正に

行う義務があるため、工事発注に当

たっては工事監督をしっかり行って

いきます。また本市には技術系の職

員が少ないため、専門職の対応を検

討していきます。今後とも、入札・

契約制度については、公共事業の品

質確保や公正、公平で競争性の高い

制度の確立に向けて取組んでいきた

いと思います。

低落札した工事への対応は

平山

田口市長  しっかりと監督していく

市長

国
で
は
、
新
政
権
で
の
建

設
工
事
の
見
直
し
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
見
直
し
の

中
、
市
内
を
通
過
す
る
バ
イ
パ
ス

道
路
建
設
は
予
定
ど
お
り
進
む
の

か
。
ま
た
工
事
の
進
ま
な
い
理
由

を
聞
き
た
い
。

こ
の
２
路
線
は
、
茨
城
県

が
事
業
主
体
で
す
。
桜
川

バ
イ
パ
ス
は
60
・
２
％
の
用
地
買
収

が
完
了
し
、
平
成
26
年
度
を
完
成

目
標
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

竜
ヶ
崎
・
潮
来
線
バ
イ
パ
ス
工

事
は
、
相
続
、
埋
蔵
文
化
財
等
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
県

に
対
し
、
事
業
促
進
の
働
き
か
け

を
す
る
と
と
も
に
早
期
完
成
に
向

け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
山

竜
ヶ
崎
・
潮
来
線
バ
イ
パ
ス
、

桜
川
バ
イ
パ
ス
工
事
の
進
捗
は

入札制度改革をすすめる管財課入札制度改革をすすめる管財課

部
長

産
業
建
設
部
長 

早
期
完
成
を
目
指
す

工事がまたれる竜ヶ崎潮来線バイパス工事がまたれる竜ヶ崎潮来線バイパス
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一
般
質
問

幼
稚
園
給
食
の
一
元
化
を
望
む

小
川
教
育
長 
早
く
実
現
さ
せ
た
い

新
利
根
幼
稚
園
、

桜
川
幼
稚
園
の
給

食
は
民
間
業
者
に
委
託
し

て
い
る
が
、
他
の
幼
稚
園

の
園
児
と
同
じ
よ
う
に
、

発
育
や
健
康
面
を
考
慮
し

て
、
栄
養
士
の
献
立
に
基

づ
い
た
給
食
を
実
施
す
る

計
画
は
あ
る
の
か
、
ま
た

江
戸
崎
、
東
の
給
食
セ
ン

タ
ー
で
対
応
で
き
る
の
か

伺
い
た
い
。

関
川

本
年
２
月
に

要
望
書
が
提

出
さ
れ
、
早
期
の
改
善
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
定
例
会
に
施
設
改
修

経
費
を
計
上
し
、
３
学
期

か
ら
の
給
食
実
施
に
向
け

て
工
事
に
入
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
新
利
根
幼
稚
園

は
、
東
学
校
給
食
セ
ン

教
育
長

みのり幼稚園の給食のようすみのり幼稚園の給食のようす

タ
ー
か
ら
給
食
を
配
送
し
、

週
３
回
の
米
飯
持
参
と
な

り
ま
す
。
ま
た
桜
川
幼
稚

園
へ
は
、
桜
川
保
育
園
か

ら
供
給
す
る
予
定
で
す
。

関 川 初 子
議　員

大湖 金四郎
議　員

旧江戸崎町では福祉バスが運行され
ていたが、新市合併後に廃止となった。

市が実施したバス運行調査の結果、江戸崎地
区内での利用者が多いことがわかり、限られ
た財政の中で現行のタクシー利用券助成制度
が運用されている。当該制度の利用現状を伺
いたい。
　またこの制度では、複数人での乗合せによ
り負担軽減が図れるものの、いつも一緒に利
用できる人が確保できるとは限らず、定時に
地域を循環する小型バス運行を望む声が多い
のが現状である。運行の検討状況を伺いたい。

タクシー利用券助成制度は、平成 21

年２月より開始され 21 年度の年間実

績は登録者７７９名、利用枚数１万１４３３

枚、１日当り 31 人の利用があり、１人１回

当たり６６７円の補助額で、60 歳以上の利

用者が全体の 86％を占める現状です。

　公共交通体系整備の中でもバス路線等整備

要望はたびたび寄せられており、緊急に実行

すべき最大の懸案事項と認識しています。公

共交通に対しては行き先、経由地、乗り継ぎ

連携、ダイヤ見直し等に着手しており、小型

バス運行についても早急に検討作業をすすめ

てまいり

ます。

市内に小型バス運行を

大湖

田口市長  公共交通の見直しに着手

市長

活用されるタクシー助成券活用されるタクシー助成券
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市
政
を
問
う

浅 野 信 行
議　員

視
覚
障
が
い
者
の
９
割
が

点
字
を
利
用
で
き
な
い
と

い
わ
れ
る
中
で
、
活
字
文
書
か
ら

社
会
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
情
報

を
入
手
す
る
こ
と
は
大
変
困
難
な

状
況
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
文
字
情
報
を
切
手
大

の
記
号
に
変
換
し
た
音
声
コ
ー
ド

（
Ｓ
Ｐ
コ
ー
ド
）
を
添
付
し
、
専

用
の
読
み
上
げ
装
置

に
よ
り
音
声
化
す
る

シ
ス
テ
ム
の
普
及
推

進
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。
公
的
窓
口
へ

の
導
入
等
は
全
額
補

助
事
業
で
の
対
応
が

可
能
と
聞
く
が
、
取

り
組
み
を
伺
う
。

現
在
、
当
市

発
行
の
印
刷

物
で
の
導
入
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
窓
口
へ
の
導
入
も
踏

ま
え
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
県

の
実
施
す
る
対
策
事
業
は
基
準
単

価
の
10
割
補
助
で
継
続
し
て
お
り
、

音
声
コ
ー
ド
普
及
の
た
め
の
行
政

職
員
研
修
等
も
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
今
後
調
整
し
て
ま
い
り

ま
す
。

浅
野

部
長

小学校から中学校へ進学した際の環
境変化等に対応できず、不登校やい

じめ、学力低下等の問題が顕著に現れる「中
一ギャップ」の問題について、当市ではど
う対応しているのか。
　また当市に多い小規模小学校から、中学
へ進学する際の「中一ギャップ」発生ケー
ス増加への対策はどうか。

当市でも中学入学後の不登校数は

全国平均同様に増加し、学力低下

の状況も見受けられる現況です。

　対策として、当市では中学新入生ガイダ

ンスの開催、小中学校連絡会議、同一中学

校区での小学校行事の合同実施、中学校入

学前の子供と保護者の入学説明会、TT非常

勤講師や教育支援員配置による人的条件整

備等の５つの対策を講じています。

　また、小規模小学校からの入学生徒は同

じクラスになるように配慮しており、福祉部

の対応では放課後子どもプラン（放課後児

童クラブ・放課後子ども教室）推進事業も

友達作りに活用されていると考えています。

「中一ギャップ」への取組みは
小川教育長  ５つの対策で対応

浅野

視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の

情
報
提
供
対
策
を
問
う

保
健
福
祉
部
長 

窓
口
を
含
め
て
導
入
を
検
討

教育長

活字文章読上げ装置活字文章読上げ装置



8稲敷市議会だより　第21号

一
般
質
問

山 本 祐 子
議　員

薬
物
汚
染
が
中
高
生

や
大
学
生
な
ど
、
10

代
、
20
代
の
若
者
の
間
で
特

に
激
増
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

罪
の
意
識
が
な
い
ま
ま
、
興

味
本
位
で
安
易
に
手
を
出
し

て
い
る
等
、
一
時
的
な
好
奇

心
で
薬
物
に
手
を
染
め
る
風

潮
を
変
え
な
い
限
り
、
薬
物

根
絶
は
実
現
で
き
な
い
。

　

本
市
の
薬
物
乱
用
の
現
状

の
認
識
と
防
止
策
に
つ
い
て
、

ま
た
弱
年
化
す
る
薬
物
乱
用

の
実
態
に
対
す
る
教
育
委
員

会
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

平
成
20
年
中
の
大

麻
・
麻
薬
事
犯
の
検

挙
者
数
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
半
数
近
く
を
20
歳
代
が

占
め
て
い
ま
す
。
防
止
策
と

し
て
、
県
で
は
第
３
次
茨
城

県
薬
物
乱
用
防
止
５
カ
年
戦

略
を
策
定
し
強
化
を
図
っ
て

お
り
、
市
で
は
平
成
20
年
３

月
に
策
定
し
た
稲
敷
市
健
康

プ
ラ
ン
で
、
喫
煙
や
飲
酒
と

合
わ
せ
て
薬
物
乱
用
防
止
を

テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
、
啓

発
や
相
談
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

山
本

裁判員制度は、刑事裁判に国民の
色々な考えを取り入れることを目

的に、国民の方に参加してもらう制度だが、
原則として辞退できない。70歳以上の高齢
者や重病等の事情が認められれば辞退でき
るが、市民にとっては、いつ候補者として
選ばれるか不安な方もいると思う。本市の
啓発等の取り組みを伺う。

これまで、法務省や裁判所からいた

だいたパンフレット等の配布やポス

ターの掲示を行い、広報紙でも候補者となっ

た時には通知が届く旨をお知らせしました。

さらに 21 年広報稲敷６月号では、「くじ」

で選ばれることや、裁判までの流れについ

てお知らせしました。

　今後も裁判員制度が円滑に運営され、市

民が安心して参加できるように、裁判所等

と連携して周知に努めたいと考えています。

裁判員制度の啓発・周知の取り組みは
田口市長  市広報紙を活用して周知

山本

薬
物
汚
染
の
実
態
と
取
り
組
み
は

小
川
教
育
長 

保
健
の
授
業
で
指
導

市長

薬
物
乱
用
防
止

策
に
お
け
る
学

校
で
の
教
育
は
、
大
変
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
５
・
６
年
生

の
体
育
の
授
業
で
保
健
の
学

習
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

中
学
校
で
は
３
年
生
の
保
健

体
育
の
授
業
で
、「
健
康
な

生
活
と
疾
病
の
予
防
に
つ
い

て
」
の
学
習
の
中
で
指
導
し

て
い
ま
す
。

　

授
業
や
学
校
行
事
、
ま
た

特
別
活
動
に
お
い
て
、
警
察

署
職
員
や
麻
薬
取
締
官
の
Ｏ

Ｂ
、
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員

等
を
講
師
と
し
て
お
願
い
し
、

薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

教
育
長

市
長

裁判員制度の広報裁判員制度の広報

薬物乱用防止への取り組み薬物乱用防止への取り組み
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市
政
を
問
う

山 下 恭 一
議　員

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
、

ま
た
今
後
ど
の
よ
う
に

障
が
い
を
持
た
れ
て
い
る
方
々

と
向
き
合
い
、
支
援
し
て
い
く

の
か
。

　

国
が
出
し
た
障
が
い
者
自
立

支
援
法
に
依
存
す
る
だ
け
で
な

く
、
市
独
自
の
方
法
が
あ
っ
て

し
か
る
べ
き
で
あ
り
、
市
の
職

員
採
用
等
で
は
、
障
が
い
を

負
っ
て
も
働
き
た
い
方
々
を
支

援
す
る
よ
う
な
対
応
が
と
れ
る

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
個
人

や
家
族
に
対
し
て
手
紙
や
ア
ン

ケ
ー
ト
、
電
話
等
に
よ
る
状
況

確
認
や
相
談
支
援
を
行
政
側
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
方
法
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

平
成
20
年
度
策
定
の

「
障
が
い
福
祉
計
画
」

を
踏
ま
え
、
サ
ー
ビ
ス
機
関
相

互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
確
立
と
と

も
に
、
相
談
支
援
事
業
を
強
化

し
障
が
い
の
あ
る
方
に
対
す
る

正
し
い
知
識
の
普
及
活
動
等
の

推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

経
済
情
勢
が
不
安
定
な
中
で

の
雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
非

常
に
困
難
な
状
況
で
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
ハ
ー
ト
ピ
ア
と
連
携
し
て
、

市
役
所
と
し
て
も
就
労
支
援
の

場
と
な
る
よ
う
な
施
策
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
行
政
側
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
や
電
話
で
の
相
談
支
援
に
つ

い
て
は
、
対
応
で
き
る
よ
う
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
下

市
長

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
具
体
的
な

対
応
・
取
り
組
み
を
問
う

田
口
市
長 
早
急
に
検
討
作
業
を

国に頼るばかりでなく、市として環
境にやさしいまちづくりを目指して

市民の方々にもう一度働きかけ、環境問題に
真剣に取り組んでもらいたい。平成 18年度
に策定した「地球温暖化対策実行計画」にあ
る取り組みは、計画どおりに進んでいるのか。
各課の取り組みと啓発、啓蒙活動はどうなっ
ているのか。また、環境にやさしいまちとし
て、これからどういうふうにアピールするの
か伺いたい。

現在、平成 17 年度温室効果ガス排出

実績を基準とした平成 23 年度までの

地球温暖化対策実行計画の中で進めており、

20 年度の排出データでは前年対比 5％の削

減が報告されています。主な取り組みとして

は、毎日の照明器具の適正な利用や空調機設

定温度の調整、公用車のエコドライブ推進等

を進めています。建設工事では、ＬＥＤ使用

の街灯の設置や、ソーラーパネルを利用した

街灯の導入を検討しています。今後、市役所

さらには市民の方々が地域ぐるみで取り組ん

でいくような情報提供、活動を検討していき

たいと考えています。

 

地球温暖化対策は進んでいるのか
市民生活部長  温室効果ガスの排出抑制に努める

部長

山下

地球温暖化対策実行計画書地球温暖化対策実行計画書
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常常任任委委員員会会のの審査経過と結果

委
員
長　

伊
藤　
　

均　

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
４
議
案

に
つ
い
て
、
主
な
審
査
の
経
過
と
結

果
を
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
34
号　

稲
敷
市
の
職
員
の

勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

及
び
稲
敷
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

は
、
産
前
、
産
後
休
暇
と
育
児
休
業

の
相
違
点
や
給
与
の
支
払
い
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
育
児
休
業
を
取
得

し
た
場
合
に
は
給
与
は
カ
ッ
ト
さ
れ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
35
号　

稲
敷
市
職
員
団
体

の
た
め
の
職
員
の
行
為
の
制
限
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
は
、
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に

よ
る
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
制
度
の

創
設
に
よ
り
関
係
条
文
を
改
正
す
る

も
の
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
稲
敷
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
）
の
う
ち
、
財
政

課
所
管
で
は
、
消
防
団
員
退
職
報
奨

金
、
新
利
根
幼
稚
園
及
び
桜
川
幼
稚

園
の
給
食
実
施
に
伴
う
施
設
改
修
費

等
に
充
当
す
る
た
め
の
歳
入
に
お
け

る
繰
越
金
の
増
額
補
正
で
あ
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
39
号　

動
産
の
買
入
れ
に

つ
い
て
は
、
職
員
用
パ
ソ
コ
ン
の
使

用
年
数
が
７
〜
８
年
を
経
過
し
た
た

め
、
今
年
２
０
６
台
購
入
し
交
換
す

る
も
の
で
、
落
札
率
は
、
78
％
、
1

台
当
た
り
単
価
は
、
１
０
９
，
０
７

８
円
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
4
議
案
全
て
全
会

一
致
に
よ
り
原
案
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

委
員
長　

木
内　

義
延　

　

６
月
定
例
議
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
議
案
３
件
の
審
査
の
概
要
を
報

告
し
ま
す
。

　

議
案
第
32
号
は
、
市
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。
改
正
点

の
一
つ
は
子
ど
も
手
当
や
高
校
授
業

料
無
償
化
の
実
施
に
伴
い
、
個
人
住

民
税
の
扶
養
控
除
の
見
直
し
を
行
う

も
の
で
す
。
２
点
目
は
、
公
的
年
金

受
給
者
の
給
与
所
得
か
ら
年
金
所
得

割
額
を
特
別
徴
収
で
き
る
こ
と
と
す

る
も
の
で
す
。
３
点
目
は
、
10
月
か

ら
の
た
ば
こ
税
率
の
引
き
上
げ
で
す
。

国
の
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、

全
会
一
致
に
よ
り
原
案
承
認
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
36
号
は
、
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正
で
す
が
、
一
つ

は
４
万
円
の
付
加
限
度
額
の
引
き
上

げ
で
す
。
２
つ
目
は
軽
減
割
合
の
改

正
で
、こ
れ
ま
で
６
割
、４
割
で
あ
っ

た
も
の
を
７
割
、
５
割
、
２
割
の
３

段
階
と
す
る
も
の
で
す
。
３
つ
目
は

非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る
軽
減
措

置
で
す
が
、
こ
れ
は
自
ら
申
請
し
な

い
と
受
け
取
れ
な
い
制
度
で
す
の
で
、

広
報
紙
等
に
よ
り
周
知
し
て
い
く
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
賦
課
限
度

額
引
き
上
げ
は
高
額
所
得
者
に
は
負

担
増
で
す
が
、
軽
減
割
合
改
正
は
市

民
に
と
っ
て
有
益
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

議
案
第
37
号
は
、
平
成
22
年
度
市

一
般
会
計
補
正
予
算
で
あ
り
、
消
防

団
員
退
職
報
奨
金
に
係
る
補
正
で
す
。

団
員
数
や
婦
人
消
防
隊
が
組
織
さ
れ

た
こ
と
等
に
関
す
る
質
疑
が
あ
り
、

１
５
３
７
名
の
定
員
に
対
し
、
毎
年

１
０
０
名
前
後
の
欠
員
が
生
じ
て
い

る
こ
と
等
が
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
36
号
、
37
号
と
も
に
、
全

会
一
致
に
よ
り
原
案
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

市
民
生
活
常
任
委
員
会
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常常任任委委員員会会のの審査経過と結果

産
業
建
設
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長　

根
本　

光
治　

　

付
託
さ
れ
た
議
案
第
37
号　

一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い

て
、
主
な
審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

　

教
育
総
務
課
所
管
で
は
、
２
０
０

９
年
度
「
ソ
ニ
ー
子
ど
も
科
学
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
最
優
秀
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
校
に
東
中
学
校
が
受
賞
し
た
こ

と
に
よ
り
、
今
年
度
11
月
に
本
中
学

校
を
会
場
と
し
て
「
子
ど
も
科
学
教

育
研
究
全
国
大
会
」
を
開
催
す
る
た

め
、
そ
の
準
備
に
伴
う
経
費
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
給

食
を
実
施
し
て
い
な
い
新
利
根
幼
稚

園
と
桜
川
幼
稚
園
に
お
い
て
今
年
度

中
に
給
食
を
開
始
す
る
た
め
の
園
舎

等
、
施
設
改
修
の
経
費
、
ま
た
給
食

用
備
品
購
入
に
係
る
経
費
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
給
食
の
開
始
時
期
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
３
学
期
か
ら
の

導
入
を
目
指
し
て
い
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
課
所
管
で
は
、
県
委
託

事
業
の
「
理
科
支
援
員
配
置
事
業
」

が
国
の
動
向
に
よ
り
、
今
年
度
か
ら

３
カ
年
継
続
事
業
と
な
っ
た
た
め
、

県
の
採
択
が
遅
れ
た
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
な
委
託
事

業
と
な
る
「
学
校
体
育
研
究
推
進
校

事
業
」
に
東
中
学
校
が
指
定
を
受
け
、

そ
れ
に
伴
う
経
費
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
所
管
で
は
、
今
年

度
か
ら
江
戸
崎
小
学
校
へ
栄
養
指
導

や
管
理
を
主
管
と
す
る「
栄
養
教
諭
」

が
、
県
よ
り
１
名
配
属
と
な
っ
た
こ

と
に
伴
う
経
費
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

委
員
長　

浅
野　

信
行　

　

当
委
員
会
へ
の
付
託
議
案
４
件
に

つ
い
て
主
な
審
査
の
経
過
を
報
告
い

た
し
ま
す
。

　

議
案
第
33
号
、
先
決
処
分
の
承
認

案
件
は
21
年
度
中
の
道
路
工
事
３
件

に
係
る
繰
越
明
許
費
の
補
正
予
算
で

あ
り
、
年
度
末
に
続
い
た
降
雨
に
よ

る
作
業
中
断
の
他
、
光
ケ
ー
ブ
ル
移

設
や
歩
道
部
分
の
地
盤
が
安
定
し
な

い
た
め
の
工
事
変
更
等
の
要
因
に
よ

り
工
期
を
延
長
し
た
も
の
で
、
本
年

度
中
の
事
業
完
成
に
つ
い
て
質
疑
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
37
号
、
平
成
22
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
の
う
ち
都
市
計
画
課

所
管
部
分
で
は
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
公

園
改
修
事
業
に
伴
う
周
辺
家
屋
へ
の

影
響
調
査
に
つ
い
て
、
継
続
し
て
再

調
査
委
託
が
必
要
と
な
っ
た
４
棟
分

の
経
費
で
す
。
委
員
よ
り
調
査
対
象

に
関
す
る
質
疑
が
あ
り
、
河
川
区
域

の
軟
弱
地
盤
の
特
性
か
ら
建
物
へ
の

影
響
の
み
を
対
象
と
し
た
調
査
で
あ

る
旨
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
38
号
、
平
成
22
年
度
稲
敷

市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
を
財
源
と
し
て
、
供
用
開
始
か
ら

８
年
を
経
過
し
た
東
中
部
処
理
場
の
、

か
く
は
ん
装
置
の
故
障
対
応
の
経
費

補
正
で
あ
り
、
新
規
購
入
時
の
約
半

額
で
の
修
理
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

議
案
第
40
号
、
市
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て
上
程
さ
れ
た
２
路
線
は
、

江
戸
崎
花
指
地
区
の
新
設
道
路
改
良

事
業
に
伴
う
も
の
で
特
に
問
題
な
く

質
疑
を
終
え
ま
し
た
。

　

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
全
て
全

会
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
承
認

ま
た
は
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。
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委
員
長　

山
口　

勝
夫　

　

当
委
員
会
は
平
成
20
年
第
４
回
定

例
会
で
設
置
さ
れ
、
議
会
議
員
の
政

治
倫
理
指
針
と
そ
の
制
限
を
設
け
、

自
ら
倫
理
姿
勢
を
示
す
べ
く
政
治
倫

理
条
例
及
び
同
施
行
令
を
設
置
す
る

目
的
で
、
９
回
に
わ
た
っ
て
慎
重
な

審
査
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
条
例
の
原
案
づ
く
り
と
し

て
、
県
内
を
は
じ
め
と
し
た
先
例
自

治
体
の
条
例
研
究
や
関
係
書
籍
等
の

資
料
調
査
を
行
い
、政
治
倫
理
基
準
・

資
産
公
開
制
度
・
問
責
制
度
等
の
項

目
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

第
４
回
で
は
、
田
口
市
長
よ
り
市

長
、
副
市
長
、
教
育
長
を
含
め
た
条

例
の
検
討
を
求
め
る
要
望
書
が
提
出

さ
れ
た
こ
と
か
ら
対
象
者
に
市
長
等

を
加
え
、
以
後
の
委
員
会
に
市
長
ま

た
は
教
育
長
の
出
席
を
求
め
ま
し
た
。

　

第
５
回
以
降
は
、
こ
れ
ま
で
検
討

し
た
具
体
的
条
文
案
の
内
容
に
つ
い

て
詳
細
な
審
査
が
進
め
ら
れ
、
委
員

相
互
に
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　

審
査
内
容
の
主
な
点
と
し
て
資
産

公
開
の
協
議
で
は
、
市
長
は
条
例
規

定
に
基
づ
き
既
に
公
開
し
て
お
り
、

他
の
対
象
者
へ
の
規
定
は
見
送
る
と

し
て
今
後
の
検
討
課
題
と
な
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
対
象
者
及
び
対
象
者
と

２
親
等
以
内
に
あ
る
者
の
経
営
す
る

企
業
は
市
と
の
契
約
や
指
定
管
理
者

関
係
を
辞
退
す
る
と
い
っ
た
、
請
願

等
で
求
め
ら
れ
た
以
上
に
厳
し
い
も

の
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
政
治
倫
理
審
査
会
を
設
置

し
て
条
例
に
抵
触
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
き
は
、
公
平
な
判
断
を
委
ね
そ

の
結
果
を
公
表
す
る
も
の
と
し
ま
し

た
。

　

条
例
案
の
確
認
後
、
施
行
規
則
の

検
討
審
査
を
行
い
、
市
の
文
書
法
制

部
門
と
の
調
整
・
指
導
を
経
て
、
今

定
例
会
へ
上
程
し
た
最
終
原
案
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
の
最
終
報
告
を
も
っ
て

当
委
員
会
と
し
て
の
審
査
活
動
を
終

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

稲
敷
市
政
治
倫
理
条
例
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

稲
敷
市
政
治
倫
理
条
例
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

特特
別別
委委
員員
会会
のの

審
査
経
過
と
結
果

○対象者とは （第１条から抜粋）

　市長、副市長、教育長及び市議会議員

○政治倫理基準とは　（第３条から抜粋）
　・地位を利用していかなる金品その他の財産

上の利益を授受しないこと

　・市が行う工事等の請負契約、下請工事、業

務委託及び一般物品納入契約に関して特定

の業者を推薦、紹介など有利な取り計いを

しないこと。など

○請負契約等の辞退とは （第４条から抜粋）
　・対象者が役員や実質的経営に携わる企業、

またその配偶者や 2 親等以内の親族が経

営する企業は、市が行う工事等の請負契約、

業務委託契約及び一般物品納入契約を辞退

する（しかし、１回につき１３０万円未満

の契約を除く）

○実質的経営に携わっている企業とは
 （第４条から抜粋）

　・対象者が資本金やそのほか同様のものの３

分の１以上を支出している

　・対象者が年額３００万円以上の報酬等を収

受している企業

　・対象者が経営方針または主要な取引に関与

している企業

○市民の調査請求とは （第 10 条から抜粋）
　・規定違反の事由があるときは、証明する資

料を添えて選挙権をもつ１００人以上の連

署をもって調査を請求することができる。

　・調査が求められた日から原則 60日以内に調

査結果の報告書

　　（ただし、やむを得ない場合 30 日を上限に

調査期間の延長ができる）

○施行期日（付則より）
　この条例は、平成22年12月22日から施行する

制定された
　稲敷市政治倫理条例の概要について （本年６月 16日に公布）
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視 察 研 修 報 告

研
修
日
：
平
成
22
年
5
月
19
日

〜
20
日

研
修
先
：
福
島
県
会
津
若
松
市

　
　
　
　

茨
城
県
つ
く
ば
市

　

議
会
改
革
へ
の
意
識
向
上
及

び
新
庁
舎
建
設
検
討
に
向
け
て
、

全
議
員
が
共
通
の
認
識
と
理
解

を
深
め
、
今
後
の
各
事
業
へ
の

検
討
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
議
会
全
体
に

よ
る
行
政
視
察
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

先
進
的
な
議
会
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
る
会
津
若
松
市
議
会

で
は
、
政
策
本
位
の
立
場
か
ら

議
会
改
革
の
柱
と
し
て
制
定
す

る
こ
と
と
な
っ
た
、
議
会
基
本
条
例

に
つ
い
て
の
検
討
経
過
と
内
容
に
関

し
て
詳
細
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

会
津
若
松
市
の
議
会
基
本
条
例
の

特
徴
的
な
点
と
し
て
、
強
制
規
定
に

よ
っ
て
会
派
の
結
成
を
促
し
、
政
策

的
意
思
を
共
有
し
た
議
会
討
論
が
行

え
る
よ
う
に
配
慮
が
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
の
他
、
市
民
と
の
対
話
の
場
と

し
て
意
見
交
換
会
を
設
け
議
会
と
市

民
と
の
双
方
向
性
・
多
様
性
の
担
保

に
配
慮
さ
れ
て
い
る
点
。
他
自
治
体

の
基
本
条
例
に
は
例
の
少
な
い
議
決

責
任
を
明
確
に
規
定
す
る
な
ど
、
特

徴
的
改
革
に
対
し
て
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま

し
た
。

　

当
市
議
会
と
の
質
疑
で
は
、
議
会

の
開
催
す
る
意
見
交
換
会
実
施
の
具

体
的
運
営
手
法
や
市
民
の
意
見
聴
取

等
、
市
民
が
市
政
に
係
わ
る
た
め
の

準
備
作
業
等
に
つ
い
て
熱

心
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　

つ
く
ば
市
に
お
い
て
は
、

５
月
に
供
用
開
始
さ
れ
た

新
庁
舎
の
建
設
計
画
や
庁

舎
建
設
に
関
す
る
工
夫
事

項
等
に
つ
い
て
、
実
際
に

利
用
さ
れ
て
い
る
庁
舎
施

設
の
現
況
視
察
と
と
も
に

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

つ
く
ば
市
庁
舎
は
建
設

費
約
77
億
円
（
合
併
特
例

債
59
億
円
、
基
金
18
億
円
）

地
上
7
階
の
一
部
免
震
構

造
に
よ
る
も
の
で
、
市
民

来
訪
の
多
い
窓
口
業
務
等

の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
１
階
、
２
階
に
集

中
配
置
し
、
で
き
る
だ
け
壁
を
設
け

な
い
大
き
な
空
間
構
造
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

各
課
窓
口
に
は
、
課
員
の
写
真
入

り
氏
名
が
掲
示
さ
れ
、
事
務
机
も
複

数
職
員
供
用
の
長
机
で
ス
ペ
ー
ス
活

用
を
図
る
な
ど
、
効
率
的
か
つ
市
民

に
親
し
み
や
す
い
窓
口
の
工
夫
が
図

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

災
害
時
の
防
災
拠
点
と
な
る
市
庁

舎
に
免
震
構
造
を
採
用
し
た
点
や
、

必
要
最
小
限
に
抑
え
た
建
設
に
よ
る

利
用
上
の
問
題
点
、
効
率
的
事
務
ス

ペ
ー
ス
確
保
の
配
慮
事
項
等
に
関
す

る
質
疑
が
交
わ
さ
れ
、
当
市
庁
舎
建

設
に
あ
っ
て
も
防
災
対
策
等
へ
の
視

点
か
ら
免
震
構
造
の
必
要
性
等
を
再

認
識
す
る
な
ど
、
今
後
の
議
会
で
の

協
議
検
討
に
活
か
せ
る
研
修
が
実
現

で
き
ま
し
た
。

議会全体 研修 報告

 市民生活常任委員会
 視察研修報告

研
修
日
：
平
成
22
年
６
月
29
日

〜
30
日

研
修
先
：
福
島
県
田
村
市

　
　
　
　

福
島
県
富
岡
町

　

今
回
の
行
政
視
察
で
は
、
初

日
に
田
村
市
を
訪
問
し
、
同
市

の
国
民
健
康
保
険
事
業
執
行
状

況
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
田
村
市
で
は
他
の
自
治

体
に
先
ん
じ
て
、
市
単
独
の
事

業
と
し
て
乳
幼
児
か
ら
中
学
校

卒
業
ま
で
の
子
供
た
ち
を
対
象

と
し
た
、
医
療
費
負
担
ゼ
ロ
の

実
施
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

田
村
市
は
人
口
、
被
保
険
者

加
入
割
合
等
の
数
値
の
ほ
か
、

国
保
会
計
規
模
等
か
ら
も
本
市
と
類

似
し
た
自
治
体
で
あ
り
、
本
市
が
７

月
１
日
か
ら
医
療
福
祉
制
度
の
拡
大

に
よ
り
取
組
む
こ
と
と
し
た
中
学
校

卒
業
ま
で
の
医
療
費
負
担
額
の
軽
減

施
策
の
ほ
か
、
国
保
税
等
収
納
率
向

上
の
た
め
の
施
策
対
策
な
ど
の
面
で
、

大
変
参
考
と
な
る
意
見
を
視
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
富
岡
町
が
取
組
む
バ

イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
つ
い
て
の

視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。
富
岡
町
で

は
平
成
19
年
か
ら
生
ご
み
を
原
料
と

し
た
堆
肥
化
を
目
指
す
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
想
の
取
り
組
み
に
着
手
し

て
い
ま
す
。
町
内
80
か
所
の
収
集
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
悪
臭
防
止
に
配
慮

し
た
収
集
用
バ
ケ
ツ
を
常
備
し
て
集

め
ら
れ
た
生
ご
み
は
、
平
成
21
年
度

で
１
３
１
ト
ン
。
そ
れ
を
主
原
料
と

し
て
１
１
０
０
ト
ン
の
堆
肥
生
産
の

実
績
が
あ
り
ま
す
。

　

生
ご
み
収
集
に
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
堆

肥
化
施
設
プ
ラ
ン
ト
の
運

営
は
民
間
企
業
、
製
品
と

な
っ
た
堆
肥
の
運
搬
及
び

散
布
に
つ
い
て
は
農
業
生

産
組
合
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当

す
る
な
ど
、
行
政
・
民
間
・

農
家
の
見
事
な
連
携
と
役

割
分
担
が
構
築
さ
れ
て
お

り
、
大
変
先
進
的
な
計
画

に
基
づ
い
た
現
況
を
目
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
事
業
の

採
算
制
や
野
菜
農
家
へ
の

供
給
状
況
、
最
も
課
題
と

な
る
臭
気
軽
減
に
関
す
る
質
問
等
が

出
さ
れ
、
水
稲
特
別
栽
培
へ
の
活
用

に
係
わ
る
貴
重
な
意
見
と
と
も
に
、

有
意
義
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
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記載の誤りがありましたので、関係者

の皆様にお詫びし、次のとおり訂正い

たします。

●副市長の所信を伺う

答弁者

正
坂本副市長
誤

田口市長

お 詫 び と 訂 正
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毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
終
戦
記
念

日
が
近
づ
く
と
先
の
大
戦
の
こ
と
が
し

の
ば
れ
ま
す
。
特
に
今
年
は
、
沖
縄
県

民
に
と
っ
て
大
変
な
年
に
な
り
ま
し
た
。

思
え
ば
本
土
防
衛
の
盾
と
な
っ
て
住
民

を
巻
き
込
ん
で
の
凄
惨
な
戦
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
本
土
か
ら
の
援
軍
、
食
料

等
の
支
援
も
途
絶
え
た
中
、
最
後
の

守
備
隊
司
令
官
牛
島
満
中
将
は
、
万

策
尽
き
て
自
決
す
る
に
際
し
て
「
沖
縄

県
民
よ
く
戦
え
た
り
、
日
本
国
の
一
日

も
早
い
復
興
と
平
和
を
願
う
」
と
い
う

遺
書
を
残
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
国
政
に
携
わ
る
議
員
か
ら
地

方
議
員
に
至
る
ま
で
、
牛
島
中
将
の
心

情
を
理
解
し
て
い
る
人
が
何
人
い
る
で

し
ょ
う
か
。
や
や
も
す
れ
ば
、
政
治
家

で
は
な
く
、
政
治
屋
タ
イ
プ
の
人
間
が

台
頭
し
て
き
て
い
る
気
が
し
て
な
り
ま

せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
自
戒
を
込
め
な

け
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

　

沖
縄
戦
後
か
ら
65
年
の
節
目
に
あ

た
り
、
思
い
出
す
ま
ま
つ
ら
つ
ら
書
い

て
み
ま
し
た
。
酷
暑
の
み
ぎ
り
、
ど
う

ぞ
御
自
愛
く
だ
さ
い
。
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　市議会は、傍聴できます。

　この６月定例会では、会期中、延べ１０人

の皆さまが来場し、議場内で傍聴されました。

　また、当初から、庁舎１階ロビーにある

テレビで議会中継を傍聴される方もおりま

した。

☎ ０２９９―７８―３３９０（直通）
FAX ０２９９―７８―３３９６
E-mail：gikai@city.inashiki.lg.jp

傍 聴
！

して

みませんか

月

次回定例会開会予定は

9 7 日火となります。

　議会の傍聴は、稲敷市役所東庁舎２階で開催当

日に受付けています。傍聴については、

　① 受付時間は午前８時３０分から（先着順）

　② 傍聴の予約はできません

　③ 傍聴席は２５席まで

　　 （別途、報道関係５席）

　④ 議場で傍聴できなくても庁舎１階のテレビで

議会の生中継を傍聴できます　　　　 など

　以上のことにご注意いただき、傍聴にお越しく

ださい。

　次回の定例会の詳しい日程等については、９月

１日以降、議会事務局までお問い合わせ下さい。

　

こ
の
た
び
、
３
名
の
議
員
が
全
国
市
議

会
議
長
会
よ
り
、
市
議
会
議
員
と
し
て
永

年
市
政
の
振
興
に
努
め
ら
れ
た
功
績
に
対

し
て
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
市
議
会
議
長
会
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正　
　

　
　
　
　
　

河　
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ま
た
、
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
か
ら
２

名
の
議
員
が
、
地
方
自
治
の
伸
張
発
展
及

び
市
政
の
向
上
振
興
に
貢
献
し
た
功
績
に

対
し
て
、
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
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議
員
表
彰
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員
表
彰


